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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
平
成
28
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
が
カ
ー
ド
の
普
及
率
が
低
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

国
の
目
標
で
は
令
和
４
年
末
ま
で

に
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
に
カ
ー
ド
が
行

き
渡
る
よ
う
勧
め
て
い
る
が
、
幕
別
町

の
カ
ー
ド
交
付
枚
数
率
30
・
４
％
と
普

及
率
の
低
い
要
因
の
一
つ
に
は
、
所
有

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
と

い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

一
方
、
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及

に
向
け
て
の
対
策
と
し
て
新
規
取
得

者
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
、
公

金
受
取
口
座
の
登
録
よ
り
ポ
イ
ン
ト
還

元
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
わ

が
町
の
普
及
率
へ
の
変
化
は
。

⑴
普
及
率
向
上
に
向
け
て
の
対
策
。

⑵
申
請
、
交
付
の
環
境
整
備
。

⑶
町
職
員
の
取
得
率
。

⑷
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
見
解
。

⑸
行
政
手
続
き
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
課
題
。

 

町　

長 

⑴
国
で
は
、
政
府
広
報
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
の
周
知
活
動
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
よ
る
取
得
促
進

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
町
に
お
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や
公
共
施
設
へ

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
独
自
の
普
及
率
向
上
対
策
や
取
組

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
カ
ー
ド

の
利
点
や
安
全
性
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
カ
ー
ド
取
得
の
良
否
を
判
断
で
き

る
情
報
の
提
供
に
努
め
た
い
。

⑵
役
場
住
民
生
活
課
、
忠
類
総
合
支
所

と
札
内
支
所
の
３
カ
所
で
交
付
事
務
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
に
統
合
端
末
を

札
内
支
所
に
１
台
増
設
。
令
和
３
年
か

ら
交
付
日
時
を
予
約
制
と
し
て
待
ち
時

間
の
解
消
。
令
和
３
年
４
月
か
ら
６
月
に

お
い
て
は
、
カ
ー
ド
の
夜
間
交
付
や
休
日

交
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
適
宜
、
夜
間
交
付

窓
口
を
開
設
し
た
り
、
申
請
時
に
役
場

で
本
人
確
認
と
写
真
撮
影
を
行
い
、
カ

ー
ド
を
自
宅
に
郵
送
す
る

「
申
請
時
来

庁
方
式
」
を
導
入
し
、
申
請
時
に
お
け

る
負
担
軽
減
等
に
努
め
る
。

⑶
本
年
２
月
末
現
在
の
特
別
職
を
含
む

正
職
員
の
取
得
率
は
46
・
６
％
で
あ
る
。

⑷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
図
る
た

め
の
情
報
基
盤
と
し
て
、
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
各
自
治

体
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ

イ
レ
ー
ジ
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
変
換

し
て
地
域
の
物
産
が
購
入
で
き
る
「
自

治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
」

を
展
開
し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
末

で
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
、
来
年
度
以

降
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
総
務
省
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
未
定
と
の
回
答
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
有
効
な
利
活
用

に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

⑸
短
期
間
で
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
多

く
の
業
務
に
関
連
す
る
取
組
を
全
庁
的

か
つ
組
織
横
断
的
な
推
進
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
外
部
委

託
等
を
含
め
、
い
か
に
進
め
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
に
馴
染
め
ず
、
使

い
こ
な
せ
な
い
方
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
留
意
し
た
い
。

エ
シ
カ
ル
消
費
の
広
が
り
は
国

連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
小
中
学
校
の
学
習

に
取
り
入
れ
て
は
。

 

教
育
長 

　

地
域
活
性
化
や
雇
用
な
ど
を
含
む
、

人
や
社
会
、
地
域
、
環
境
に
配
慮
し
た

消
費
行
動
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
シ
カ
ル
消

費
」
を
学
習
内
容
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

の
中
に
消
費
者
教
育
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
小
学
校
で
は
社
会
科
や
家
庭
科
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
中
学
校
で

は
、
社
会
科
や
技
術
・
家
庭
科
、
総
合

的
な
学
習
を
活
用
し
学
習
し
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
に
は
中
学
校
２
校
で
出
前

授
業
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
も
経
済
や

消
費
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

　

エ
シ
カ
ル
消
費
は
、
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
向
け
て
、
有
意
義
な
取
り

組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
引
き
続
き
、

教
科
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
教
育
活

動
を
通
し
て
、
消
費
者
の
基
本
的
な
権

利
と
責
任
、
自
分
と
家
庭
の
消
費
生
活

が
環
境
や
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
理
解
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
エ
シ
カ

ル
消
費
も
含
め
充
実
し
た
消
費
者
教
育

に
努
め
た
い
。

答問
活
用
方
法
、
メ
リ
ッ
ト
、
安
全
性
な
ど
制
度
に

関
す
る
情
報
の
周
知
に
努
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

・
利
活
用
に
つ
い
て

問
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答問

エ
シ
カ
ル
消
費
を
含
め
た
消
費
者

教
育
に
努
め
る

エ
シ
カ
ル
消
費
の
理
解
と
促
進

問


